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【目的】

車椅子ダンスは約60年 前、イギ リスにおいて車椅子同士で踊 るデュオ形式で発足 した。その後、

車椅子使用者(ウ ィルチェア ・ドライバー:Wheel Chair Driver)と 健常者(ス タンデ ィング ・パ

ー トナー:Standing Partner)が 一緒に踊るコンビスタイルが普及 してきた
。 国際的な競技会 も開

催 され るようにな り、 日本でも2004年 に第3回 車椅子 ダンススポーツ世界選手権大会が行 われて

いる。 また、パ ラ リンピックの冬期プ ログラム種 目と してコン ビスタイルでの車椅子ダンスが認

定 されるな ど、競技 レベルの普及が進んで きた(写 真1)。 競技 レベル での普及 にともない、 レ

ク リエーシ ョンダンス として楽 しむ一般愛好家 も増え、これ らの活動が 「生きがい」な ど心理的

に良い影響を生むことが報告 されている。 しか し、車椅子使用者 の身体的負担 については、ほ と

ん ど報告 されていない。特に競技会参加者 は一般愛好家に比べ練習 量も多く、高度 な技術 にチャ

レンジするにもかかわ らず、競技会での成績 を優先す るあま り車椅子使 用者が身体的負担 を訴え

ないこともある。 その結果、褥瘡の悪化、骨盤 の変形 など二次障害を起こす事例があ り、指導者

は競技 レベルの向上と安全性の両立に苦慮 している。た とえば、褥瘡は主と して体圧の集 中に起

因 し、特に長時間にわたる練習や、ターンやポー ズなどで圧力のかかる箇所に偏 りがある場合 、

褥瘡が生 じる危険性 も高まると考 えられ る。

そこで本研究は、車椅子ダンスで行われる動作 と座面にかか る圧 力の関係 を、車椅子使用者 に

できるだけ負担をかけない非侵襲的かつ比較的簡便に測定できる方 法を用いて、測定することを

目的 とした。



【方法 】

被験者:全 国大会に出場予定の脳性麻痺の電動車椅子使用者

被験者には、事前に研 究の目的、内容について十分な説明 を行 った上、本研究に参加する同意

を得 た。 なお、本研究の実施は、名古屋市立大学人間文化研究科倫理委員会で承認 された。

① 体圧集中の測定

Kunoら(2000)が 褥瘡予防の観点か ら考案 した、市販 の圧力感知 フイルムを用いて長時間

座位 姿勢をとった時の圧力分布 を評価す る方法を用いる。

圧 力感知フィル ム:富 士プ レスケール極超低圧用(測 定範囲0.2～0.6Mpa)を 使用する。 この

フイルムは発色剤層のマイクロカプセルが圧力によって破壊 され、その中の発色剤が顕色剤

に吸着 し、化学反応で赤 く発色す る。圧力の大 きさに応 じて発色の濃度が変化す る(図1)。

測定手順： 車椅子の座 面にアクリル板 を敷き、圧力感知 フィルムを設置す る。測定時間は、実

際に動いている時間の15分 間に前後1分 間を足 した17分 間をダンス時の測定 とした。安静時

として車椅子に座 ったままの17分 間も同様に測定を行った。 、

処理:体 圧によって赤 く発色 した フィルムをスキャナ(EPSON:GT-9700F)で50dpiの解 像度で

取 り込んだ。得 られ たデジタル画像は8×8pixe1で モザイ ク化 し、三次元表記 お よび256階

調 で輝度 ヒス トグラムの作成を行 った(図2-a,b)。 さらに、専用濃度計(富 土:FDP-

305E)に より感圧 フイルムの発色濃度をデジタル化 して読み取 り、専用 ソフ ト(富 士:FPS-

307E)に より圧力 に換算 した。特 にター ンの方向の偏 りによって圧力分布に どの程度差がみ

られ るか を検討 した。 ただ し、被験者 に過度な負担がかか らないよう、通常行っている練習

の範囲内の動き となるよ う留意 した。



② 動作分析:競 技会用 に練習中のラテ ン部門のルンバ とスタンダー ド部門のタンゴについてv

TR撮 影 を行い、用いられた技術の種類や回数、動作方向の左右の偏 り等に着 目して分析 した。

①②の結果から、技術や動作方向による圧力分布の違いを検討 した。

【結果 】

安静時 とダンス時では輝度の平均値、標準偏差、最大値で差がみ られた(図3)。

回転方向は、ラテン部門のルンバ では左 ターン59%、 右 ター ン41%で あ り、若干左 ター ンの方

が多く、輝度の差 も若干み られた。圧力換算値は左側3.88kgf/c㎡ 、右側2.65kgf/c㎡ であった(図

4)。 本研 究の被験者は右手で電動車椅子 の操作 をす るため、パー トナー とは左手 をつないでお

り、差はもっと大 きい と予想 していたが、その差はわずかであった。 これ は、パー トナー と手を

つなぎなが らの回転は左に限定 され るが、単独 で回転す る場合には右回転を行 うことが多いだめ

であると考え られ る。



一方スタンダー ド部門のタンゴでは左 ターン74% 、26%で 差がみ られた。圧力換算値で も、左

側5.07kgf/c㎡ 、右側3.32kgf/c㎡ と差がみ られ た(図5)。 これは、車椅子ダンスの競技会では一

般の社交ダンスの競技会 と同様、スタンダー ド部門で両者が離 れてはいけないとい うルールが適

用 され、ラテンのよ うな単独回転はできないため、手 をつないだままの回転が しやすい左回転 が

多 くを占めた もの と考え られる(写 真2)。



【考察】

本研究で用いた方法では、ダンス中の動作 を反映 した結果が得 られ、感圧 シー トを用いて座面

にかか る体圧集中が非侵襲的に推定可能であることが確認 された。一方でフィルムの発色が温度

・湿度に依存するな ど定量化が難 しいことや、経時的変化が計測できないため、濃度 の濃 さが瞬

時圧力の高 さによるのか、圧力の積算量の多 さによるのか、分離不可能であるなどの問題点は残

る。また、プ レスケール専用濃度計 と圧力換算 ソフ トを用いて圧力を算出 したが、測定値 の校正

が難 しく、個人間の比較は困難である と思 われ る。

しか し、車椅子使用者の身体的負担は障害の種類や程度によ り様々で、一定の基準値 を設ける

よ りも、個々に応 じた対応 をす ることの方が重要だ と考 えられる。本研究は先駆的な試み として、

Kunoら の評価法 を動的条件 で行い、競技者お よびその指導者 のみな らず、 レク リエー シ ョンダ

ンス愛好者等、幅広い現場で応用可能な方法であることが確認 された。今後 さらに、多 くの被験

者を対象 とした測定を継続する予定である。

また、今回の結果か ら、麻痺の部位によ り技術の難易度が異なって くるため、競技ルール等に

も個々の条件を反映 させ ることの必要性 が示唆 された。
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